
 授業科目 母性看護学概論 

  単位・時間数 １単位 １５時間  開講時期 １学年 後期 

１．科目のねらい・目標 

１．母性の概念および母性看護の特性について学習する。 

２．母性の形態機能と統計データをとおして、母性看護の対象と社会の現状を理解する。 

３．人間のセクシュアリティの発達と性分化について理解し、多様なセクシュアリティを知る。 

４．リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する話題を知り、自己の健康管理について考える。 

５．母性看護における倫理的問題について考える。 

２．授業計画・内容 

回 時間 項目 内容 

１ 

 

 

 

 

２ 

３ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

２ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

１ 

母性看護の概念 

 

 

 

 

母性看護の対象理解と

社会の現状 

 

 

 

 

 

ヒューマンセクシュア

リティ 

 

 

リプロダクティブ・ヘ

ルス／ライツ 

 

 

母子保健統計からみた

動向 

 

母性看護における倫理 

 

 

 

単位認定試験 

１． 母性とは  ～自己と他己の母性観～ 

２． 母性の一般的概念およびＷＨＯの定義 

３． 母性看護の概念と特性 

４． 母性看護の課題 

 

１．女性のライフサイクルにおける形態･機能の変化 

１）性周期における変化 

２）妊娠の成立による変化 

２．女性のライフコースの変化と影響要因 

 １）統計データで見る女性の生き方 

 ２）非婚化・晩婚化・晩産化・少子化の背景 

  

１． セクシュアリティとその発達 

２． 人間の性分化と性行動 

３． 多様なセクシュアリティ 

 

１．リプロダクティブ・ヘルス／ライツとは 

２．人工妊娠中絶 

３．避妊法 

 

１． 出生に関する動向 

２． 死亡に関する動向  

 

１． 母性看護における倫理的問題 

【グループ討議】 

  

 

３．教科書 系統看護学講座 専門分野 母性看護学［１］母性看護学概論  医学書院 

４．参考書 国民衛生の動向  厚生統計協会 

５．成績評価方法 筆記試験、課題提出で評価します。 

６．備考（学生への

メッセージ等） 

母性看護の授業内容は、私たちが生きることと深い関わりがあります。授業ではたくさんの知

識を深め、楽しく取り組みましょう。 



 

 

 授業科目 母性看護援助論Ⅰ（ヘルスプロモーション・妊婦の看護） 

  単位・時間数 １単位 ３０時間  開講時期 ２学年 前期 

１． 科目のねらい・目標 

１．女性のライフサイクル各期の特性を学び、母性看護の対象について理解を深める。 

２．女性の健康に影響を及ぼす諸因子を理解し、母性の健康保持・増進に向けての援助や保健指導について 

学習する。 

３．妊婦の身体的・心理的・社会的特性を理解し、妊婦と胎児のアセスメントの視点を学習する。 

４．正常な経過をたどる妊婦の保健指導について学習する。 

２．授業計画・内容 

回 時間 項目 内容 

１ 

～  

４ 

 

 

 

５ 

～  

７ 

 

 

８ 

９ 

 

10 

～  

15 

 

 

 

16 

８ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

１ 

女性のライフサイクル

各期における看護 

 

 

 

 

リプロダクティブヘル

スケア 

 

 

 

 

 

 

妊娠期における看護 

 

 

 

 

 

単位認定試験 

１． 女性のライフサイクルと健康問題 

２．思春期の健康と看護 

３．成熟期の健康と看護 

４．更年期の健康と看護 

５．老年期の健康と看護 

 

１．喫煙女性の健康と看護 

２．ＨＩＶに感染した女性に対する看護 

３．性暴力を受けた女性に対する看護 

４．在日外国人の母子保健 

 

５．不妊症の治療と看護 

６．性感染症とその予防 

 

１． 妊婦健康診査 

２． 妊婦の身体的・心理的・社会的特性 

３． 妊婦と胎児のアセスメント 

４． 妊婦の保健指導 

 

 

３．教科書 
系統看護学講座 専門分野 母性看護学［１］母性看護学概論  医学書院 

系統看護学講座 専門分野 母性看護学［２］母性看護学各論  医学書院 

４．参考書 病気が見える 産科 Vol.１０  メディックメディア 

５．成績評価方法 筆記試験、課題提出で評価します。 

６．備考（学生への

メッセージ等） 

生涯を通じた女性の健康のあり方とその看護援助について学びましょう。母性看護の基本的な

アプローチ～ヘルスプロモーション～について、一緒に考えていきましょう。 



 

 授業科目 母性看護援助論Ⅱ（産婦・褥婦・新生児の看護） 

  単位・時間数 １単位 ３０時間  開講時期 ２学年 後期 

１．科目のねらい・目標 

１．分娩経過について理解し、分娩時期、産婦の状況に応じた看護を学習する。 

２．褥婦・新生児の生理的変化、心理的・社会的特性を理解し、母子のアセスメントの視点を学習する。 

３．正常な経過をたどる母子の看護、また、褥婦・新生児に起こりやすい異常と看護について学習する。 

４．妊娠・産褥・新生児期における母性看護技術について学習する。 

２．授業計画・内容 

回 時間 項目 内容 

１ 

２ 

 

 

３ 

～  

６ 

 

 

 

 

 

７ 

～  

９ 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

～  

15 

 

16 

４ 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

７ 

 

 

 

１ 

分娩期における看護 

 

 

 

産褥期における看護 

 

 

 

 

 

 

 

新生児期における看護 

 

 

 

 

母乳育児支援とＢＦＨ 

 

 

母性看護における看護

過程 

 

母性看護技術 

【技術演習】 

 

 

単位認定試験 

１．分娩の三要素および分娩経過 

２．産婦・胎児のアセスメント 

３．産婦の看護 

 

１． 褥婦の生理的変化 

１）生殖器の復古および全身の回復 

２）進行性変化 

３）心理的・社会的特性              

２．褥婦のアセスメント 

３．褥婦の看護 

４．帝王切開術後の看護 

 

１． 新生児の生理的変化 

２． 新生児のアセスメント 

３． 新生児の看護 

４． 母子分離の看護 

 

１．ＢＦＨと母乳育児成功のための１０ヵ条 

２．母乳育児にむけての援助 

 

１．特性と留意点 

２．看護診断の４つの視点と看護目標 

 

１．妊娠期の母性看護技術 

２．産褥期の母性看護技術 

３．新生児期の母性看護技術 

 

 

３．教科書 
系統看護学講座 専門分野 母性看護学［２］母性看護学各論  医学書院 

ナーシンググラフィカ 母性看護学③ 母性看護技術  メディカ出版 

４．参考書 
病気が見える 産科 Vol.１０  メディックメディア 

写真でわかる母性看護技術  インターメディカ 

５．成績評価方法 筆記試験、課題提出で評価します。 

６．備考（学生への

メッセージ等） 

褥婦・新生児の特性を理解し、対象をウェルネスの視点で捉える母性看護の考え方を学びまし

ょう。母子が順調に経過するための看護について、一緒に考えていきましょう。 



 

 

 授業科目 母性看護援助論Ⅲ（看護過程） 

  単位・時間数 １単位 １５時間  開講時期 ２学年 後期 

１．科目のねらい・目標 

１．産褥期、新生児期の看護過程の展開方法を学習する。 

２．授業計画・内容 

回 時間 項目 内容 

１ 

～  

３ 

 

 

 

 

 

４ 

～  

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

８ 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

１ 

 

 

看護過程の展開 

紙上シミュレーション 

：正常経腟分娩の母子 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１． オリエンテーション・事例紹介 

２． アセスメントの視点 

【個人学習】 

３． 情報の整理 

４． 初期アセスメント 

５．看護診断 

６．目標設定 

 

【グループ学習】 

１． 看護計画の立案 

① 産褥１日目・日齢１日目 

② 産褥４日目・日齢４日目 

２．発表 

３．フィードバック・学びの共有・疑問の解決 

 

【個人学習】 

１． 看護診断毎の記録（ＳＯＡＰ） 

―産褥１日目・日齢１日目― 

  

【個人学習】 

１． フィードバック・学びの共有・疑問の解決 

追加・修正 

３．教科書 系統看護学講座 専門分野 母性看護学［２］母性看護学各論  医学書院 

４．参考書 
ウェルネスの視点にもとづく母性看護過程  医歯薬出版株式会社 

ウェルネスからみた母性看護過程＋病態関連図  医学書院 

５．成績評価方法 評価表に基づき評価します。 

６．備考（学生への

メッセージ等） 
母児にあわせた看護実践の展開を考え、学んだことを臨地実習につなげましょう。 


